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中学校での勉強が不安。英語

も始まるし、どんなふうに勉

強したらいいんだろう・・・ 

めくってみると・・・ 

各単元の「学習内容」と「この単元で身につ

けて欲しい力」が載っています。教師はこれ

に沿って授業を進めていきます。 

授業の始めに「その日の授業の目標とつけた

い力」を提示します。これを聞き逃すと何を

していいかわからなくなりますよ！ 

授業が終わったとき、その日の目標が達成で

きたか確認しましょう。授業ごとの目標が達

成できていればよいのです。 

各単元には評価の方法も示されています。 

授業中も評価活動は行っています。 

「シラバス」は高校や大学などで使用され

ている授業の計画書です。本校では入学し

て間もない１２歳の生徒にも読んで理解で

きるよう平易な文を心がけて作成しまし

た。 

最初のページに「シラバス」についての説

明と「シラバス」によって期待される学習

意欲や授業改善の詳細が載っています。 

また教師がどのような視点でよりよい授

業を目指そうとしているか１２項目に渡っ

て述べています。 

テストの前だけ猛勉強

するのではなく日頃か

らきちんと時間をとっ

て勉強して確実な学力

を身につけて欲しい。 

評価は４観点です 

●関心・意欲・態度 

●思考・判断 

●技能・表現 

●知識・理解 

国語だけは５観点 

●関心・意欲・態度 

●話す・聞く 

●書く 

●読む 

●知識・理解 

観点を総合的に判断して評定（５～１）をつけます。 

理 科 ２年 

実験や観察をもとに上の目標を達成する教科です。理科室を使用します。 

日頃から自然界の不思議さに目を向け、疑問を持つことが重要です。 

自然に対する関心を高め、目的意識を持って観察・実験を行い、科学的

に調べる能力と態度を育てるとともに、自然の事物・事象についての理解

を深め、科学的な見方や考え方を養う。 

目的意識を持って実験や観察を行うこと。その結果から科学的に自然事象

を理解することが大切です。どうしてこういうことがおきるのだろうと

か、似ている点はどこだろうなど、考え、予想し、実験、観察を行います。

実験の結果から、自分の予想と異なる点や同じ点を探し、自分の考えをま

とめていきます。「実験をやった。おもしろかった。」では、作業をしただ

けで「理科」ではありません。 

・実験等は、家でできないものもあります。授業が勝負です！ 

・予習は、ふだんは必要ありません。授業があった日は、復習を必ず行

ってください。 

１ 教科書のその日に学習したページを、声を出して読む。（２回） 

２ 家で復習するためのノートを別に用意し、読んだページに出てき

た重要語句を１０回書く。 

復習用のノートに、授業でやったことをまとめると、ＧＯＯＤ！ 

 

語句テストは２回行います（同じテスト）→知識・理解。 

到達度確認テスト→科学的な思考、実験観察の技能。 

ポスター、レポートの内容→実験観察の技能・表現。 

授業の取り組み（真剣さ、発言、積極性、私語、ワークシートやレ

ポートの書き込み具合）→関心・意欲・態度。 

実験中心の単元、教室での講義とノート記入、調べ学習を行う単元、実 

習活動を行う単元など様々です。 

実験等の班は、教室とは異なります。学習に最適な班を先生が作ります。 

教科ごとに 

目標、特徴、授業形態、学習の仕

方などが記載されています。家庭

でどのように学習を進めていったら

よいかわかります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各単元の目標を達成できたかはかるために、単

元が終了したら「到達度確認テスト」を行います。 

テスト後、授業中の評価と併せてその単元の評

価をまとめ評価カードを作成します。 

評価カードは担任が渡しますが、各教科担当から

どこをどう復習すればよいか授業の中でアドバ

イスします。教科によって数単元終わったらまと

めのテストを行います。まとめテスト次第では以

前の評価がかわることもあります。単元ごとの評

価の積み重ねと、その後復習することによって伸

びた評価をあわせて前、後期の評定を決めます。 

 

評価カードは三者面談と学

期末、学年末の年４回保護者の

方に評価カードをお渡ししま

す。（単元がいくつもある教科

では、１つの単元終了時に渡す

場合もあります。） 

４回お渡しする評価カード

で、お子様の「伸びた観点」と

「不十分な観点」がわかり、学

習上の課題をつかむことがで

きます。 

読む力はいつも

Ａだけど、書く

力がＣなので日

記をつけてみよ

う。 

繰り返し学習することで・・ 

到達度確認テスト 

復習したから、ま

と め テス トは 満

点！ 

評価

カード 

 

シ ラ
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家
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生徒 
授業

評価 

学校 

シ ラ

バス 

サポー

ターズ

アイ 

学校

評価 

学
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だ
よ
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学校から発信 

 

学校が受信 

栗島中は、シラバスや評価カードを用いて授業を行います。学力向上がねらいです。

保護者、生徒から学校評価、授業評価、サポーターズアイを通して学校や授業に対

する意見をいただき、授業改善をはかります。よりよい学校を目指しています。 

入学式 
始業式 

卒業式 
修了式 

生徒総会 

運動会 

修学旅行 

山中湖自然教室 

立志調査 

到達度確認テスト 

終業式 始業式 

授業参観 学習発表会 

立志発表会 

立志式 

到達度確認テスト 

到達度確認テスト 

５組宿泊学習 校外学習 

進路学習 



単元目標 

・身近な物質を性質や状態変化等によって分けることができる。 

・様々な物質の性質や変化の調べ方の基礎を身につける。 

単元名        身のまわりの物質 

10 月 

「身のまわりの物質」重要語句テスト 

１ 金属に共通した性質を３つあげましょう。 

 ①                                                 

 ②                                       

 ③                                       

２ 物質１㎝３あたりの質量を何と言いますか。④（      ） 

３ 炭素を含む物質を何と言いますか。⑤（           ） 

４ 気体を水と置きかえて集める方法を何と言うでしょう。⑥（         ） 

５ 水にとけやすく空気より重い気体を集めるのは図のどの方法ですか。正しい記号に○をつけましょう。

⑦ 

 

６ アンモニアはどのような性質をもってい

ますか。正しい記号に○をつけましょう。⑧ 

 ア 空気より重い。  イ 水によくとける。  ウ においはしない。 

７ 食塩水の溶質は何でしょう。⑨（      ） 

８ 物質がもうそれ以上とけきれない水溶液を何と言いますか。⑩（         ） 

９ ８の時の物質の質量を何と言いますか。⑪（         ） 

１０ ８の水溶液の温度を下げるととけきれない物質が出てきます。 

これを何と言いますか。⑫（         ） 

シラバスから一部

抜粋しました。 

 

学習内容と進度、つ

けたい力が記載され

ています。（  ）の

中は覚えるべき語句

です。 

つけたい力や重要語

句は、授業の様々な

学習活動※を通して

身につけます。身に

ついたかどうか、小

テストや語句のテス

ト、到達度確認テス

トを行います。※ 

様々な学習活動 
・読む 

・書く 

・調べる 

・考える 

・討論する 

・実験する 

・作る 

・まとめる 

・発表する 

・質問する 

・体で表現する 

・問題を解く 

理科で行われる

語句テスト 

 

進度 

「覚える」だけが

「学習」ではあり

ません。これから

の学習は討論や

発表活動を重視

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題材・学習内容等 つけたい力 

第１章 身のまわりの物質とそ

の性質 

・身のまわりの物質はどんなもの

でできているのだろうか？  

①物体を区別する方法を考えよ

う 

②金属と金属でないものを区別

してみよう 

③金属の種類を区別してみよう 

④白い粉末を区別してみよう（味

をみたりさわったりしないで

区別する） 

⑤気体を区別してみよう 

 

・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

・物質を区別するときの調べ方を知

る。 

（観察、質量、熱する、電気を通す、

溶かす、薬品との反応） 

・金属が持っている共通の性質がわ

かる。 

（金属光沢、非金属） 

・密度の意味がわかる。 

・上皿てんびん、ガスバーナーが使

えるようになる。 

・有機物と無機物の違いを理解する。 

・気体の調べ方を知る。 

・気体を集める実験ができる。 

・気体の性質を言える。 

（酸素、二酸化炭素、窒素、水素、

アンモニア、水上置換、上方置換、

下方置換） 

 

・・・・・ 

学習形態 ・実験とまとめ ・ﾜｰｸｼｰﾄ記入 ・先生の説明を聞く  

評価の方法 

 
・ 実験の様子○関 ・ﾜｰｸｼｰﾄの内容○関○思○技  

・ ポスター○関○思○技・語句テスト ・単元テスト○思○技

○知 



到達度確認テストの例 
 
１ 図１は気圧が等しい地点を結んだ曲 

線です。足りない曲線を３本書き 
込みましょう。（技能）                         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 図１は湿度をはかるために用いる器具で 

す。左側の温度計（湿球）はガーゼが 
巻き付けられ、キャップの中には水が 
入っています。水はガーゼを通じて球 
部まで上がります。 

① 器具の名前を書きましょう。（知）     
（       ） 

② 湿球は乾球に比べて温度が低いです。 
理由を下から選び記号で書きましょう。 
ア 球部まで上がった水が蒸発し熱をうばうから。 
イ 球部まで上がった水で球部が濡れるから。 
ウ 球部まで上がった水の温度が冷たいから。 （思）  （    ）  

③ 湿度は何％ですか。（思）（          ） 
④ 乾球と湿球の温度差が大きいと湿度はどうなりますか。次から選び記号で答えなさい。 
ア 高い  イ低い  ウ 関係ない  （   ）（思） 
⑤ 乾球と湿球の温度差がない（０℃）とき、湿度はどうなりますか。次から選び記号で 

答えなさい。ア 高い  イ低い  ウ 関係ない  （     ）（思） 
 

 

 

評価カードの例です。 

 

第Ⅰ観点などはテスト

より授業中の取り組みの

様子で評価します。第Ⅲ

観点も授業中の学習活動

を基に評価します。第Ⅱ、

Ⅳ観点の評価は到達度確

認テストの比重が大きく

なります。 

 おおむね満足できると

判断すればＢ、十分満足

できると判断できれば

Ａ、努力を要すると判断

されるものをＣとしま

す。Ｃの生徒には補充学

習や個別学習を行いま

す。 

評定（５～１）は、観

点別学習状況の評価（Ａ

～Ｃ）を総括したもので

す。第Ⅰ、Ⅲ観点は日頃

の学習活動の様子から評

価が決まります。テスト

の得点がよければ５の評

定になるわけではありま

せん。 


